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市政懇談会を開催 
市民から、地域の問題点やご意見ご要

望を直接聴き、それをできるだけ市政に

反映させるために、 7 月 2 日から12日ま

での間に市内10会場で、市政懇談会を開

きました。 

初日の三好地区は、午前 9時30分から

コミセン三好で開催。同地区から部落会

長、行政連絡員、住民協議会長や地元市

議など、市からは森田市長以下三役をは

じめ関係部課長など、合わせて約80人が

出席。活発な意見交換や要望が行われま

した。 

市民憲章牌を設置 
”● 市では、このほど市 

笛 役所前お祭り広場に、 

亭 露霧瓦柳」市民憲章牌を設置しま 

”ー~ー加 した。 

工所メほ●A毒● 	” 讐 	し一 lL‘よ、 甘F」干'U月に 

市制30周年を記念し制

定した市民憲章を、広

く市民に知っていただ

くためのものです。 

憲章牌は、ヒバ製で

で， ー ー一． ~一 丸太で縁どりし、中央 

‘~ ‘ 部に銘文を彫り込んだ 

' 	‘ 	高さ2.3メートル、横幅 

0.9メートルのものです。 

と
よ
り
、
二
十
一
世
紀
の
五

所
川
原
は
な
ど
、
市
長
と
会

員
が
熱
心
に
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
 

懇
談
会
の
テ
ー
マ
は
、「市

の
経
済
と
こ
れ
か
ら
の
農
業

に
つ
い
て
」
。農
業
政
策
は
も
 

市
亮
（
と
の
銀戦
緊
云
 

ー
農
業
青
年
会
議

ー
 

魅
力
あ
る
農
業
を
め
ざ
し

て
、
卒
直
に
語
り
合
お
う
ー
 

と
五
所
川
原
農
業
青
年
会
議
 

（
長
尾
信
彦
会
長
 
会
員
四

十
五
人
）
は
六
月
二
十
五
日
、
 

市
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
で

会
員
約
三
十
人
が
出
席
し
、
 

森
田
市
長
と
の
懇
談
会
を

開

き
ま
し
た
。
 

, 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
後
で
き
っ
と
お
役
に
寸
i
ま
す
o
 
,
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7 
わたくしたちの先人は、不焼不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 



「
己
を
治
め
、
彼
を
知
り
、
 

変
に
応
ず
る
。」
ー
こ
れ
は
、
 

江
戸
幕
末
の
傑
士
佐
久
間
象

山
の
辞
で
、
私
が
座
右
の
銘

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

私
共
の
業
界
も
、
昨
年
秋
 

口
か
ら
の
需
要
不
振
か
ら
設

備
投
資
も
抑
制
傾
向
に
あ
り
、
 

一
部
を
除

い
て
生
産
計
画
の

対
応
を
急

い
で
い
る
な
ど
、
 

変
動
が
激
し
く
厳
し

い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。
 

近
年
、
各
自
治
体
も

ハ
イ
 

テ
ク
だ
、
バ
イ
オ
だ
と
流
行

語
の
よ
う
に
し

て
、
企
業
誘

致
に
熱
心
の
よ
う
で
す
が
、
 

実
態
は
ど
こ
も
決
し
て
良
好

な
進
捗
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
 

や
は
り
己
な
り
彼
な
り
を
知

ら
な
け
れ
ば
、

企
業
立
地
は

あ
り
得
な
い
の
で
は
 
。
 

良
く
耳
に
す
る
“
農
業
は

社
会
の
母
な
り
〉
の
一
次
産

業
王
国
論
に
は
、
そ
れ
な
り

の
歴
史
的
背
景
が
あ
る
に
し

て
も
、
も
し
、
そ
れ
が
新
し

い
も
の
へ
の
取
り
組
み
や
脱

皮
、
転
換

へ
の
ブ
レ

ー
キ
要

素
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
 

旧
態
然
と
し
た
取
り
残
さ
れ

た
古
代
王
国
の
み
に
、
始
終

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
・フ
。
 

例
え
ば
、
農
作
物
は
は
か

り
知
れ
な
い
自
然

の
脅
威
の
 

中
で
、
人
間
が
知
恵
と
汗
と

で
土
壌
づ
く
り
に
専
念
し
、
 

成
育
の
た
め
の
基
礎
を
固
め

て
い
る
訳
で
す
。
企
業
づ
く

り
も
ま
た
、
人
間
と
い
う
土

壌
に
、
教
育
と
い
う
肥
料
な

り
環
境
条
件
が
、
延
々
コ
ツ

コ
ツ
と
加
え
ら
れ

て
、
始
め

て
で
き
る
も
の
で
す
。
 

教
育
は
学
校
だ
け
で
な
く
、
 

社
会
な
り
、

い
や
家
庭
に
あ

っ
て
真
の
教
育
が
あ
り
得
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
 

自
己
啓
発
、
研
鎖
な
ど
の

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
象
山

の
師
の
吉
田
松
陰
は
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
厳
格
な
父
の
英

才
教
育
を
ひ
た
す
ら
受
け
、
 

野
良
仕
事
の
中
に
父
の
そ
ら

ん
じ
る
論
語
を
暗
記
し
、
十

一
才
で
藩
士
の
師
と
な
っ
た
。
 

貧
し
い
が
故
に
、
書
物
も
記
 

帳
も
道
具
も
十
分
に

無
か
っ

た
け
れ
ど
、

心
は
知
識
や
人

格
陶
冶
へ
の
渇
望
が
、
「己
を

治
め
る
」
原
動
力
と
な
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
 現
代
風
に

い

え
ば
、
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
で
す

ね
。
 

先
行
き
不
透
明
な
時
代
と

い
わ
れ
る
現
代

の
経
済
活
動

の
中
で
は
、
そ
の
根
底
を
知

る
情
報
な
り
を
早
く
正
し
く

把
握
し
、
相
手

（
彼
）
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

企
業
活
動
も
人
間
も
、
常

に
変
化
す
る
環
境
に
、
適
切

に
対
応
し
て
好
機
一
転
、
果
敢

に
“
変
に
応
じ
）
な
け
れ
ば
…
。
 

「
備
え
あ
り
て
憂
い
な
し

の
感
で
す
ね
。
」
 
津
軽
東

芝
音
響
株
式
会
社
工
場
長
の

佐
野
実
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

佐野 実さん 

本
市
の
経
済

力
は

県
内
市
部
で
最
低
 

経
済
力
を
表
わ
す
も
の
は
種
 
る

と
、
昭
和
五

々
あ
り
、
そ
の
中
で
所
得
、
人
 
十

年
か
ら
五
十

口
の
伸
び
を
み
る
と
、
ま
ず
本
 

五
年
ま
で
の
五

市
の
市
民
所
得
は
、
人
口
一
人
 
年
間

の
伸
び
率

当
た
り
年
百
二
十
八

万
五
千
円
 
は
三

・
ニ
パ
ー
 

（昭
和
五
＋
七
年
）
で
、
県
平
 

セ
ン
ト
と
、
こ

均
の
九
五

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
 
れ

ま
た
県
平
均

低
く
、
ま
た
県
内
市
部

の
中
で
 

よ
り
も
低
く
、
 

は
最
低
で
す
。
 

県
内
市
部
の
中
 

で
は
最
低
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

（
下
表
）
 

エ
業
を
 

振
興
す
 

る
に
は
 

工
業
を
振
興

す
る
方
法

と
し

て
は
、
地
域
工

業
の
再
生
と
域

外
か
ら

の
工
業

導
入
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
本
市

の
現
状
を
み
る

と
、
地
域
工
業

の
発
展
素
地
は

乏
し
く
、
そ
の

再
生
に
は
、
多

く
の
課
題
と
時

間
を
要
し
ま
す
。
 

し
か
し
、
若
 

一
方
、
活
力

の
バ
ロ
メ
ー
タ
 

ー
で
も
あ
る
人

口
の
伸
び
を
み
 

地
 域
発
展
の
力

ギ
を
に
き
る
工

業
振
興
 

ー
そ
の
決
め
手
は
人
材
の
確
保
ー
 

地
域
が
発
展
し

て
い
く
た
め

に
は
、
そ
の
地
域
に
人
が
定
着

で
き
る
経
済
基
盤
が

絶
対
必
要

で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
本
市
を
中
心
と

す
る
西
北
地
域

は
、
こ
れ
が
弱

い
た
め
に
、
今
日
な
お
人

口
の

減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
 

そ
の
根
本
的
な
原
因
は
、
生

産
性
の
低
い
農
・
漁
業
を
主
体

と
し
た

一
次
産
業
や
公
共
投
資

に
大
き
く
頼
っ
て
い
る
産
業
構

造
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
今
後
地
域

の
発

展
を
は
か
っ
て
い
く
に
は
、
地

域
の
中
で
最
も
弱
い
と
さ
れ
る
 

エ
業
（
製
造
業
）
を
振
興
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
 

特
に
本
市

は
、
西
北
地
域
の

中
心
都
市
と
し
て
、
工
業
振
興

に
お
い
て
も
主
導
的
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

広報ごしょがわら 	 （第595号） ② 昭和60年（1985年） 7 月15日 

市 名 

1 人当た り市民所得 
総 	人 	口 人口増加率 

(50-55) 
(%) 

実 	額（千円） 所得水準（県平均を100) 

昭和  56年 57 56 57 50 55 59 

青 森 市 1,754 1,787 136.9 132.9 264,222 287,594 293,811 8.8 

弘 前 市 1,549 1,632 120.9 121.3 164,911 175,330 176,653 6.3 

八 戸 市 1,749 1,901 136.5 141.3 224,366 238,179 241,240 6.2 

黒 石 市 1,266 1,298 98.8 96.5 38,796 40,755 40,510 5.0 

五所川原市 1,175 1 ,285 91.7 95.5 49,040 50,632 50,541 3.2 

十和田市 1,389 1,493 108.4 111.0 54,365 58,886 60,764 8.3 

三 沢 市 1,577 1,694 123.1 125.9 37,437 39,962 41,335 6.7 

む っ 市 1,505 1,417 117.5 105.4 44,646 47,610 49,224 6.6 

青 森 県 1,281 1,345 100.0 100.0 1,468,646 1,523,907 1,527,363 3.8 

総人口の昭和50年、55年は国勢調査、59年は県推計です。 



森
羽
紙
業
閥
 

o

製
品
 
耐
水
性
段
ポ
ー
ル
ケ
 

ー
ス
な
ど
の
段
ポ
ー
ル
製
品

①
当
社
の
関
連
会
社
が
本
市
に

立
地
し

て
い
た
こ
と
と
、
扉
風

山
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
る
ス

イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
ブ
ド
ウ
等
の

梱
包
材

の
需
要
に
対
処
す
る
た
 

工場 の 内 部 

め
。
 

②
豪
雪
地
帯
で
あ
る
の
で
、
当

初
は
工
場
の
建
築
や
除
雪
の
対

応
で
苦
労
し
た
。
 

③
製
造
品
が
、
地
域
の
産
業
と

関
連
が
深
い
の
で
、
通
年
的
に

活
発
な
産
業
活
動
が
で
き
る
よ

う
産
業
振
興
を
積
極
的
に
進
め

て
も
ら
い
た
い
。
 

今
後
の
企
業
誘
致

の
参
考
と
す
る
た
め

に
、
現
在
本
市
に
立

地
し
て
い
る
誘
致
企

業
五
社
を
訪
問
し
、
 

本
市
に
立
地
し
て
の
 

●

ぐ
 
感
想
な
ど
を
伺
い
ま
 

査
 
誘

致
企
業
に
お
た

改
 
ず
ね
し

た
内
容
は
、
 

k
●
 
次
の

と
お
り
で
す
。
 

三
肩
 

①
本
市
を
選
ば
れ
た
 

理
由
は
？
 

②
立
地
さ
れ
て
お
感
じ
に
な

っ
た
こ
と
は
？

・
 

③
地
域
や
行
政
に
望
ま
れ
る

こ
と
は
？

・
 

④
企
業
誘
致
を
進
め
る
に
あ

た
っ
で
の
地
域
に
対
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
 

を訪ね 

", 

	1

,t%ii  1

I. 
北越ヒューム管株五所川原工場 

北越ヒューム管脚五所川原工場 

年
層
の
流
出
防
止

や
U
タ
ー
ン

者
の
受
け
皿
づ
く
り
に
は
、
早

期
に
多
様
な
雇
用
の
場
を

確
保

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、
当
面
域
外
か
ら

の
工
業
導
入
、

つ
ま
り
企
業
誘

致
が
本
市
に
と
っ
て
は
急
務
で

あ
り
、
積
極
的
に
推

進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

地
域
発
展
に
寄
与
 

す
る
誘
致
企
業
 

本
市
に
立
地

す
る
誘
致
企
業

は
、
現
在
五
社
で
、
誘
致
企
業

全
体
で
は
本
市
の
工
業
出
荷
額

等
の
約
八
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
昭

和
五
十
九
年
）
を
占

め
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
周
辺
町
村
に
立
地
す

る
こ
れ
ら
誘
致
企
業

の
子
会
社

や
協
力
会
社
を

も
含
め
る
と
、
 

従
業
者
数
は
約
二
千
百

人
に
達

し
、
地
域
の
雇
用
と
経
済
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
 

人
材
立
地
型
へ
の

移
行
 

近
年
の
企
業
立
地
の
新
た
な

傾
向
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

工
業
団
地
や
道
路
等
の
受
け
皿

整
備
と
労
働
力
の
供
給
は
当
然

の
こ
と
、
単
な
る
労
働
力
で
な

く
、
専
門
知
識
や
技
術
を
備
え
 
 

た
労
働
力
の
確
保
を
重
視
し
た
 

「
人
材
立
地
型
」
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
 

地
域
全
体
で
の
取
 

り
組
み
が
重
要
 

現
在
、
企
業
誘
致
は
全
国
の
 

地
方
自
治
体
の

激
し

い
誘
致
競

争
下
に
あ
り
ま

す
。
地
理
的
条

件
の
劣
る
本
市

は
、
受
け
皿
整

備
の
み
で
は
誘

致
競
争
に
勝
っ

て
い
く
の
は
困
 

難
で
、
そ
の
た

め
、
企
業
が
最
 
業

も
重
視
す
る
人

材
を
育
成
、
確
 
企

保
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
致

そ
の
方
法
の
 

ー
つ
に
、
青
森
 
誘

職
業
訓
練
短
期
 

大
学
校
や
既
立
 

地
企
業
等
の
協
 

力
を
得
て
、
産
 

・

学

・
官
一
体

に
よ
る
人
材
育

成
を
は
か
る
こ

と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
地
域
 
 

技
術
の
向
上
が

な
さ
れ
、
関
連

産
業
の
立
地
が
進
む
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
全

体
で
の
取
り
組
み
と
熱
意
が
不

可
欠
で
あ
り
、
本
市
に
立
地
し

て
良
か
っ
た
と
い
う
評
価
が
得

ら
れ
て
こ
そ
企
業
の
集
積
が
高

ま
る
と
い
え
ま
す
。
 
 

o

製
品
 
ボ
ッ

ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
な
ど
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品

①
西
北
地
域
の
中
心
都

市
だ
か
ら

（製
品
が
公

共
事
業
向
け
の
た
め
、
 

地
域
の
中
心
に
立
地
）
 

②
立
地
当
時
は
、
機
械

を
使
い
こ
な
せ
る
技
能

者
や
生
産
方
法
を
理
解

で
き
る
人
が
い
な
い
た

め
、
そ
の
訓
練
に
時
間

を
要
し
た
。
現
在
は
、
 

特
に
不
便
を
感
じ
る
こ

と
は
な
い
。
 

③
地
域
発
展
の
た
め
の
基
盤
整
 

備
を
積
極
的
に
実
施
し
て
も
ら
 

い
た
い
。
ま
た
地
元
で
生
産
さ
 

れ
た
製
品
を
な
る
べ
く
地
元
で

消
費
す
る
よ
う
に
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
 

エ
場
の
内
部
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O
製
品
 
ヘ
ッ

ド
ホ
ー
ン
ス

テ
レ
オ
な
ど

の
音
響
製
品
 

1
技
術
的
下
地
 

O
あ
っ
た
前
進

会
社
の
経
営
を

引
継
い
だ
こ
と

と
、
将
来
と
も

安
定
的
に
労

働

力
を
確
保
で
き

る
と
見
込
ま
れ
 

た
か
ら
。
②
安
定
的
に

労
働
力
け
確
保
が
で
き

た
。
 

東芝音響(*) 軽
 

津
 

，
一
 

一
 

一
 

ノて気；:～、 
！組加鵬 m加 m' 
．ー  ■．ーー ーー ーー ー 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
翻
津
軽
工
場
 

エ
場
の
内
部
 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
脚
津
軽
工
場
 

い
。
 

あ
ら
ゆ
る
工
業
製
品
が
精
密

小
型
化
、

ハ
イ
テ
ク
化
し
て
い

く
中
で
、
研
究
開
発
が
企
業
に

不
可
欠
な
の
で
技
術
者
の
育
成
、
 

確
保
の
た
め
、
大
学

の
工
学
部
等
の
研
究

開
発
機
関
を
設
置
す

る
こ
と
。
 

流
通
コ
ス
ト
を
軽

減
す
る
た
め
、
道
路
 

や
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
 

（
コ
ン
テ
ナ
船
積
み
 

施
設
）
の
整
備
促
進
 

を
。
 

④
企
業
が
魅
力
を
感
 

じ
る
思
い
き
っ
た
優
 

「
 

遇
措
置
を
実
施
し
な

い
と
、
企
業
立
地
は

(
  

進
ま
な
い
の
で
は
。
 
 

〇
製
品
 

I
C
、
超

L
 

s
I
（超
大
規
模
集

積
回
路
）
（
注
参
照
）
 

①
安
定
的
に
労
働
力
が

確
保
で
き
る
と
見
込
ま

れ
た
か
ら
。
東
北
の
将

来
性
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
 

（
潜
在可
能
性
）
を
評

価
。
県
、
市
な
ど
地
域

の
熱
心
な
対
応
。
 

②
安
定
的
に
労
働
力
が

確
保
で
き
た
。
 

③
技
術
者
を
含
む
人
材
 

の
育
成
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
 

は
工
科
系
大
学
も
し
く
は
工
学
 

部
を
ぜ
ひ
。
青
森
職
訓
短
大
に
 

は
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。
 

関
連
産
業
を
育
成
し
て
産
業

の
複
合
化
を
進
め
な
け
れ
ば
、
 

立
地
企
業
の
み
で
は

波
及
効
果
が
小
さ
い
。
 

道
路
整
備
の
遅
れ

が
、
地
域
の
イ
ヌ
ー
 

ジ
を
悪
く
す
る
の
で
、
 

そ
の
改
善
を
望
む
。
 

④
企
業
を
誘
致
す
る

場
合
で
も
、
地
域
の

文
化
、
教
育
の
水
準

が
問
わ
れ
ま
す
。
 

地
域
性
が
あ
る
に

し
て
も
、
も
う
少
し

外
に
目
を
向
け
て
、
 

何
事
に
も
ス
マ
ー
ト
 

に
、
そ
し
て
地
域
イ

メ
ー
ジ
を
良
く
す
る

こ
と
が
大
切
。
 

青
 

〇
製
品
 
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
の

婦
人
服
 

①
安
定
的
に
労
働
力
が
確
保
で

き
る
と
見
込
ま
れ
た
か
ら
。
西

北
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
、
 

将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
か

ら
。
 

②
安
定
的
に
労
働
力
が
確
保
で
 

き
た
。
 

③
就
職
す
る
に
あ
た
っ
で
、
職

業
人
と
し
て
の
自
覚
が
足
り
な

い
よ
う
に
思
う
。
家
庭
や
学
校

等
に
お

い
て
理
解
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。
 

冬
期
間
の
交
通
の
確
保
を
万

全
に
。
 

③
な
ん
と
い
っ
て
も
“
人
づ
く

り
〉
で
す
。
年
々
レ
ベ
ル
が
低

下
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
 

企
業
内
で
も
育
成
す
る
が
、
基

本
的
教
育
ま
で
は
対
応
で
き
な
 

森
フ
ァ
ッシ
ョ
ン
  脚
 

製品のェC 、超LSI 

青森ファッション株 

（注） IC・超LSlとは？ 

に―（集積回路）ー数ミリ

四方のシリコン結晶上に、 

最大1,000個近いトランジ

スタを回路ごと写真技術を

使って、写し込んだもの。 

超LS I （超大規模集積回路） 

一ICを数段、高密度に写

し込んだもので、 トランジ

スタ、コンデンサーなどク） 

素子を約15万6千個以上集

積したもの。 

IC・超LS Iとも産業の

米といわれるぐらいテレビ、 

コンピューター、電卓などあ

らゆる電気製品に使われてい

ます。 
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暴力、迷惑行為をなくするため 

小さな暴力でもすぐ110番へ 

五所川原市五所川原地区防犯協会五所川原警察署 

満
繊
 

毘沙門支所

移転のおしらせ 

毘
沙
門

・
長
富
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
 

ー
の
完
成
に
伴
い
、
七
月
六
日
か
ら
、
毘

沙
門
支
所
を
次
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。
 

住
所
 
毘
沙
門
字
熊
石
三
十
の
一
一
 

電
話
 
⑩
二
〇
一
三
番
 

グ
 

練癒麟麟I 
七
月
s
八
月
 

「轟
盤

サ
マ
ー
作
戦
」
展
開
 

県
内
の
交
通

事
故
に
よ
る
犠

性
者
は
、
異
常

な
ま
で
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
例
年

こ
れ
か
ら
の
夏

場
は
、
本
県
で

は
交
通
死
亡
事

故
や
重
大
事
故
 
 

が
多
発
す
る
季
節
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
警
で
は

七
月
か
ら
八
月
末
ま
で
の
ニ
カ

月
間
、
「交
通
死
亡
事
故
抑
止
“
 

サ
マ

ー
作
戦
こ
を
実
施
し
ま
す
。
 

交
通
事
故
防
止
に
は
、
警
察

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
私
達
市

民
も
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

▽
重
点
事
項
 

①
飲
酒

・
暴
走
運
転
の
追
放

②
若
年
運
転
者
対
策
の
強
化
 

飛
び
出
す
前
に
 

安
全
の
確

認
を
 

自
転
車
の
交
通
事
故
で

い
ち

ば
ん
多
い
の
が
 
「飛
び
出
し
」
 

に
よ
る
も
の
で
す
。
 

路
地
な
ど
狭
い
道
か
ら
大
き

い
通
り
に
出
る
と
き
、
自
転
車

は
小
回
り
が
き
く
の
で
、

つ
い

左
右
の
安
全
を
確
か
め
ず
、
ス

イ
ッ
と
飛
び
出
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
も
し
、
そ
こ

へ
車
が

走
っ
て
き
た
ら
…
。

こ
れ
で
は

自
転
車
の
便
利
さ
が
か
え
っ
て

「
災
い
」
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
 

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
ぜ
ひ
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

〇
一
時
停
止
 
い
っ

た
ん
止
ま

っ
て
左
右
の
安
全
を
確
か
め
ま

し
ょ
・
フ
。
 

〇
青
信
号
に
な
っ

て
も

一
気
に

飛
び
出
す
こ
と
は
大
変
危
険
で

す
。
あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ

な
た
自
身
で
す
。
必
ず
止
ま
り
、
 

安
全
を
確
認
す
る
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

夏
休
み
 

子
供
の
交
通
事
故
 

を
な
く
そ
・っ
 

夏
休
み
に
入
る
と
、
子
供
た

ち
は
解
放
感
な
ど
か
ら
、
せ
っ
 

暴
力
団
事
務
所

の
移
転
を
機

に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
暴
力
団

追
放
運
動
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
を
話
し
合
う

た
め
六
月
二
十
九
日
、
市
役
所

で
警
察
署
、
防
犯
協
会
、
連
合

町
内
会
、
松
島
町
町
内
会
、
田

園
町
町
内
会
、
市
の
六
者
に
よ

る
対
策
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

会
議
で
は
、
ま
ず
森
田
市
長

が
「
今
後
と
も
協
力
し
て
暴
力

団
追
放
に
向
か
っ

て
頑
張
り
ま
 
 

か
く
身
に

つ
い
た
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
や
安
全
な
動
作
を
忘
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
 

家
族
み
ん
な
で
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
 

し
ょ
う
」
 
と
あ
い
さつ
。
 

席
上
、
松
島
町
町
内
会
連
合

協
議
会
、
地
区
防
犯
協
会
松
島

町
支
部
か

ら
、
市
と
警
察
署
に

暴
力
団
追
放
の
決
議
文
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
暴
力
団
追
放
の

チ
ー7
ン
の
配
布

（
市連
合
町
内

会
）
、毎
月
十
五
日
の
 
「少
年
の

日
」
 
にミ
ニ
パ
レ
ー
ド
を
行
う
 

（
防
犯協
会
）
、隣
接
町
内
会
と

合
同
で
暴
力
団
追
放
署
名
運
動

を
実
施

（
松島
町
町
内
会
連
合

協
議
会
）
な
ど
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
次
回
の
会
議
か
ら
、
 

飲
食
業
界

の
代
表
に
も
出
席
を

し
て
い
た
だ
き
、

こ
の
運
動
へ

の
参
加
と
理
解
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
今
後
長
期
に
わ
た

る
運
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
各
団
体
を
統
括
す
る
「
本

部
」
 
の
設置
が
必
要
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
煮

つ
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

暴力団追放対策六者会議 

 

暴
力
団
追
放
対
策
六
者
会
議
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こ
れ
は
、
在
宅
で
目
の
不
自

由
な
方
の
社
会
参
加
を
図
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
三
十

万
円
を
寄
付
、
鈴
木
社
長
が
森

田
市
長
に
そ
の
目
録
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
社
が
創
立
一
周
 

新工場を見学する森田市長、寺田市議長 

目録を渡される鈴木和雄さん 

、“”~一L”ーミ 

年
と
新
工
 

場
の
落
成
 

を
記
念
し
 

て
行
わ
れ

た
も
の
で

す
。
 

同
社
で

は
、
こ
の

後
、
新
工

場
の
修
抜

式
と
落
成
 

式
を
行
い
、
 

鍛
罵

昌
乳
周
瓜
 

ロ 
ロ 

だ
さ
い
。
 

選
挙
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
 

た
い
人
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
六
月

二
十
五
日
、
委
員
会
を
開
き
、
 

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票

日
等
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
 

▽
告
示
日
 
九
月
一
日
（
日
）
 

▽
投
票
日
 
九
月
八
日
（
日
）
 

投
票
で
き
る
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

▽
年
齢
要
件
 
昭
和
四
十
年
九

月
九
日
以
前
に
生
れ
た
人
。
 

▽
住
所
要
件
 
今
年
の
五
月
三
 

誘
致
企
業
で
あ
る
青
森
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
鈴
木
和
 
 

十
日
ま
で
に
、
五
所
川
原
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
引

続
き
居
住
し
て
い
る
人
c
 

⑥
不
在
者
投
票
は
、
九
月
一
日

か
ら
九
月
七
日
ま
で
で
、
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
き
ま
す
。
 

⑥
立
候
補
予
定
の
人
に
お
願
い

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

人
に
は
、
事
前
に
説
明
会
を
開

く
予
定
で
す
の
で
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く
 

青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
 

雄
社
長
）
で
は
六
月
二
十
四
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
、
教
育
と
福
祉
 
 

会

（
廿
⑩
二
一
一
一
番
 
内
線

三
二
七
・
三
二
八

・
三
二
九
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

!
 一

市
議
長
が
出
席
し
 

ー
ま
し
た
。
 

一
 
完
成
し
た
新
工
 

自
動
的
に
工
程
を

移
動
す
る
、
婦
人

服
製
造
で
は
県
内

初
の
ハ
ン
ガ
ー
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

同
社
で
は
、
今

後
三
十
人
の
増
員

を
予
定
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
市

内
に
分
工
場
の
建

設
も
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
 

期
待
が
も
た
れ
て

い
ま
す
。
 

れ
て
い
る
人
。
 

▽
受
付
け
 
七
月
二
十
日
（
土
）
 

か
ら
 

▽
手
続
き
 
印
鑑
と
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
利
用
券
交
付
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
代理
人
で
も
可
）
 

申
請
や
詳
し
い
こ
と
は
、
市

福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
廿
⑩
一
一

一
一
一
番
 
内
線
二
一
〇
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

図
書
寄
贈
者
 

（
敬称
略
）
 

若
菜
会

（代
表
・
飛
島
の
ぶ
）
 

山
本
和
夫

（
漫
画サ
ン
デ

ー
編
 

集
長
）
 

江
渡
哲
哉
（
旭
町
）
 

竹
林
順
逸
（
飯
詰
）
 

佐
々
木
善
造

（
さ
つ
き
町
）
 

※
若
菜
会
は
五
回
目
の
寄
贈
で
 

す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
c
 

冒 

市
議
会
議
員
一
般
選

挙
 

教
育
振
興
な
ど
に
三
十
万
円
寄
付
 

「福
祉
タ
ク
シ

ー
」
を
ス
タ
ー
ト
 

視
覚

障
害

一
・
二
級
が

対
象
 

「福
祉
タ
ク
シ

ー
」
と
は
、利
 

▽
該
当
者
 
在
宅
の
視
覚
障
害
 

用
券
（
三
枚
綴
、
一
枚
四
百
円
）
 

者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
 

の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
方
が
、
 

級
ま
た
は
二
級
）
を
持
っ
て

タ
ク
シ

ー
乗
車
の
際
、
運
転
手
 
い
る

人
。
た
だ
し
、
市
内
に

に
身
障
者
手
帳
を
提
示
し
、
料
 
住
所
を
有
し
、

住
民
登
録
さ
 

金
に
相
当
す
る
利
用
券
か
、
利
 
1
1
1
i
i
i
iー

ー
ー
 

用
券
に
差
額
分
の
現
金
を
添
え
 
ー
 こ
れ
に
市
か
ら
は
 

て
支
払
い
を
す
る
も
の
で
す
。
 
一
森
田
市
長
、
寺
田
 

新 受 入 図 書 市立図書館 

書 	名 著 	者 	名 書 	名 著 者 名 

青 森 県 剣 道 史 4
 
琳
 
オ
 

教
 

建

漣
融

嘉
孝

道
幸

久
 
更

哲
 
ト
 章
 

初
正
 

芳

三
 
一
晩
 

剣
社
 

木
 
蛾
 

．
  

道

創
 
i
ョ
 
己
、
コ
 
一
ノ
1
一
！
‘
げ
  
1
  
社
！
 

J
 
ゴ
一
 

師
 

盟

所

蔵

嗣
雄

三
 
子

三
夫
プ
 
喜

編
枝
孝
 

子

郎
高
郎
会
 

力

森

相
 
l
 
~
J
l

ー
、
ー
 
‘
J
l
刻
、
1
 

“
ー
 

る

I
 
，
フ
I

土
 
ー
  

青

青

森

村
千
杉

島

佐
崎
大

柳
教

阿
伊

藤
古

青
古

風
 
大

碑
地

山
田
谷

田
津
 

々
 
谷
緯

津
育

部
藤
 

延

屋
葉
内
と
 

橋
 

おかあさん本よんで 玉
 
室
吉
 

阿
谷
杉
赤
 

早

湯
芝
瀬

中
南

南
西

平
松
三
種
河

友
謙

輝
 
太

苑
 
じ

好
晴

恒
範

幹

寿
弓
清
 

秀
恵

子
 
一
 子

悠
郎
子

深
貢
子
子
美

子
夫

雄

行

技
張
徹

弘
 
子

置
 

武
久
 
川
本
江
 
乙
 

田
木
戸
 
里

篠
原
村

岩
本
好

村
 
野
 

俊
 
女
 

ふ
 
内
 
多
 

青 森 県 人 の 気質 踊 	る 地 平 線 

深浦地方の石塔碑 女 人 吉 屋 信 子 

青 森 県 野 鳥物語 甲 子 園 の 詩 

明治を彩る女たち 手 	 紙 

エピソ 	ドを綴る天皇さま 春 	の 	波 	涛 

梅 の 	し 	る 	し 	と 八 雲 が 殺 し た 

佐々 木更三の歩み 若 き 獅 子 た ち 

筑波研究学園都市 夕 	鶴 	恋 	歌 

入門日本経済の読み方

所 得 税 の 計 算

日本アルマナック1985 

	

京 	の 	小 	袖 

	

青 	 鞘 

	

綾 	の 	鼓 

お年寄り と 暮 らす 室 	町 	抄 

ア フ 	リ 	力 難 民 謎 の 団 十 郎 

留学サクセスブ 7 ク 霧 雨 の 時 計 台 

人 間 教 育 歳時記 青 	の 	伝 	説 

日 	本 の 野 菜 熱 	い 	絹 

ス 	ギ 花 粉 症 さ ら ば 新 選 組 

すま いの手引 1985 一 角 獣 物 語 

情緒ロポットの世界 気 分 に っ い て 



高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
 

受
入
施
設
等
募
集
 

▽
募
集
対
象
 
県
下

の
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
十
ア
を
必
要
と
す
る

施
設
、
団
体
等
 

▽
募
集
締
切
り
 
七
月
二
十
四

日
（
水
）
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
所
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

（
か
⑩
二
一
一

一
番
 
内
線
二
五
〇
番
）
へ

▽
そ
の
他
 

Q
豆
録
は
無
料
で
す
が
、
万
一

の
事
故
に
備
え
 
原
則
と
し
で
 

「
ス
ポ

ー
ッ
安
全
協
会
傷
害
保

険
」
、
 
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 

第

1
3
回
げ
ん
と
忌

参
加
者
募
集
 

等
行
事
保
険
」
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

②
登
録
に
際
し
て
は
「
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
バ
ン
ク
推
進
委
員
会
」
 

で
、
書
類
等
で
検
討
の
上
承
認

し
ま
す
。
 

今
年
も
郷
土

の
生
ん
だ
偉
大

な
作
曲
家
上
原
げ

ん
と
を
偲
ぶ
 

「げ
ん
と
忌
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

▽
日
時
 
八
月
四
日
（
日
）
午

前
十
時
三
十
分
 

▽
場
所
 
津
軽

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン

タ
ー
げ
ん
と
碑
前
 

当
日
、
午
前
十
時
に
、
市
民
 

文
化
会
館
前
か
ら
バ
ス
が
で
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
懇
話
会
 
会
費
二
、
二
〇
〇

円
。
懇
話
会
に
参
加
ご
希
望
の

方
は
、
七
月
三
十

一
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
中
央
公

民
館

（
，
⑩
六
つ
五
六
）
 

陸
奥
湾

一
周
駅
伝

競
争
選
手
選
考
会

を
実
施
 

第
三
回
陸
奥
湾
一
周
駅
伝
競

走
大
会
が
、
十
月
六
日
（
日
）
に

行
わ
れ
ま
す
。
大
会
に
出
場
す

る
市
代
表
選
手
の
選
考
会
を
次

の
と
お
り
開
き
ま
す
の
で
、
出

場
ご
希
望
の
方
は
、
ふ
る
っ
て
 

ご
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
選
考
日
時
 

第

一
回
 
七
月
二

H
一
日
（
日
）
 

第
二
回
 
七
月
二
＋
八
日
（
日
）
 

午
前
九
時
か
ら
、
北
斗
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
受
付
け
し
ま
す
。
 

▽
選
考
場
所
 
北
斗
グ

ラ
ウ
ン

ド

（
野
球
場
）
 

▽
競
技
方
法
 
①
男
子
中
学
生

約
三
千
メ
ー
ト
ル

o
一
般
 
約

六
千
メ
ー
ト
ル
②
女
子
中
学
生
、
 

高
校
一
般
 
約
三
千

メ
ー
ト
ル

▽
参
加
資
格
 
市
内
居
住
者
、
 

高
校
・
大
学

生
は
当
市
出
身
者

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課

（
。
⑩
一
一

一
一
一
番
 
内
線
二
四
八
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

加
 

師
 

⑦ 昭和60年（1985年） 7 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第595号） 

市民絵画教室へどうぞ 
本年度も当市出身の伊藤正規画伯を講師にお迎 

えし、市民絵画教室を次の日程で開催することに 

なりました0 
皆さんのおいでをお待ちしております。 

）日時 7 月29日（月）-31日（水） 3 日間 

D場所 市中央公民館 

レ講師 伊藤正規画伯（梅田出身、日展無鑑査、 

光風会審査員） 

D内容 洋画、水彩画、素描 

レ受講料 無料。ただし、用具等は各自持参のこ 

と。 

レ参加対象 中‘高校生及び一般 

レ申し込み先 7 月26日（金）までに市教育委員会 

社会教育課（n⑩21 11 内線250番）へ。 

「学校体育施設」開放 
市では、学校体育施設 「体育館、グラウンド」 

の解放を次の要領で行います。 

レ開放校 市立中央小学校 

ン期間 6 月から12月まてる 

レ運動種目及び利用時間 

バレーボール 毎週火曜日 

軽スポーツ（キックボール） 毎週水曜日 

卓球 	毎週木曜日 

ソフトボール 毎週月・水・日曜日 

バレーボール、軽スポーツ、卓球は、午後 7 時 
から 9 時まで。 

ソフトボールは、午前10時から12時まで。 

お間い合わせは、市教育委員会社会教育課（廿 

電ジ111番 内線248番）へどうぞ。 

ソフトボールは、成田房子さん （か③る)9259番） 

へお問い合わせください。 

ソフトボールリーグ五所川原大会 
昭和60年度日本女 fソフトボ ルリ グ第1部 	ン参加チーム トョタ自動車、日本電装、倉敷紡 

・第 2 節五所川原大会が次のとおり開催されます。 	績安城、ユニチカ垂井、高島屋大阪店、日本精工 

＞期日 7 月31日（水）-8月 2 日（金） 	 石部 

ン会場 市営球場 

試合日程及び組合せ 

(I
  

日
 
水
 

3
 君
 

第 1 試合 11時 第 2 試合 	13「寿 第 3 試合 ］5時 第 4 試合 

一
 

 ュ
 
カ

本電
 
ニ
垂
 
チ
井
 

一
 

 装
  

日
］
 

山
本
 
主

H
  

一
 

 

高
大
 
島
阪
 
屋
店
 
本

石
 
工
部
 

ト

白
目
 

ョ
動
 
タ
車
 
本

電
 
装
  

~~~~

~~
~ 

8
>
 

l
 

ー
  

H
末
 

1
 日
  

」

F
  
帯
 

?

)
 
 

第1試合 10時 第 2 試合 	12時 第 3 試合 14時 第 4 試合 	16時 

ュニチカ
垂井 

日本精工
石部 

倉紡 一高島屋 
安城 大阪店 

トョタ 
自動車 

ュニチカ
垂 井 

日本 	日本精工 
電装 	石 部 

8 H 	2 
（金曜日） 

日 
第1試合 10時 第 2 試合 	12時 第 3 試合 14時 第 4 試合 

トョタ 
自動車 

倉紡 
安城 

ュニチカ 高島屋 
垂 井 大阪店 

倉紡 
安城 

日本精工
石 部 

~~- 

トョタ白動車 3 試合 .H 本電装 3 試合．倉紡安城 3 試合．ユニチカ垂井 4 試合．高島屋大阪店 3 試合．日本精工石部 4 試合 



はしか予防接種のお知らせ 
市では、麻疹（はしか）の予防接種を行います。 

該当する子どもさんがおられる人は、お申し込みく

ださい。ただし、すでに麻疹にかかった子どもさん
は、接種の必要はありません。 

レ対象幼児 昭和58年1月1日から昭和58年12月31 
日までに生れた幼児（当日は母子健康手帳をご持
参ください。） 

レ申し込み期間 8 月1日（村-8月10日目）（ただし
日曜日は除く） 

ン実施期間 9 月 2 日（印～ 9 月10日因 

お申し込みは、市衛生課（春③5)21 11番 内線272 
番）へどうぞ。 

昭和60年（1985年） 7 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第595号） ⑧ 

▽
日
時
 
L
月
三
十
日
（
火
）
午後
一
時
ー
三
時
三
ト
分
 

ふ
匡
 
▽
場
所
 
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

」r

▽
講
師
 
楠
本
憲
吉
（
俳
人
）
 

。
）
巨
 
▽
演
題
 
人
生
の
四
季
 

剖
酬
 ▽
入
場
料
 
無
料
 

主
催
 
（
財
）
青
森
地
域
社
会
研
究
所
 

浅
虫
水
族
館
の
展
示

・
シ
ョ

ー
 

の
計
画
の
お
知
ら
せ
 

「
」
麟
 

みんなの健康教室へどうそ 
）日時 7 月26日（斜 午後 1時 

レ場所 市保健センター 

レ講師 斎藤春雄先生（斎藤産婦人科医院長） 

ンテーマ 中高年によくみられる婦人病 

主催 北五医師会 市民保健協議会 

県
営
浅
虫
水
族
館
の
、
今
年
 

度
の
展
示

・
シ
ョ
ー
計
画
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

▽
種
類
と
数
 
四
百
十
四
種
、
 

約
九
千
点
 

▽
特
別
展
示
 

〇
夏
期
（
七
月
十
日
ー
八
月
三
 

十
一
日
二
磯
の
生
物
た
ち
」
 

o
冬
期
（
六
十
年
一

月
一
日
ー
 

一
月
三
十
一
日
）
「ト
ラ
と
名
の

つ
く
魚
た
ち
」
 

〇
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
（
七
月
中

旬
、
十
一
月
中
旬
）
「南
極
の
生

物
」
 

〇
特
別
展
示
水
槽
（
七
月
上
旬
 

ー
九
月
上
旬
）
「ス
ル
メ
イ
カ
の

群
泳
」
 

▽
海
獣
シ
ョ
ー
 
四
月
か
ら
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
の
内
容
が
変
わ
り

ま
し
た
。
「
イ
ル
カ
・
フ
エ
ス
テ

バ
ル
」
 
と
い
うテ
ー
マ
で
、
よ

り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
よ
り
高

度
な
芸
を
さ
せ
る
と
共
に
、
直

接
お
客
様
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
っ

て
い
た
だ
き
、
イ
ル
カ
に
触
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

イ
ル
カ
と
人
間
の
対
話
が
で
き

る
様
に
し
ま
し
た
。
 

俳
 
旬
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

青
麦
穂
水
門
越
え
る
水
に
翼
 

鳴
瀬
 
牛
角
 

や
ま
せ
雲
三
日
動
か
ず
桜
桃
忌
 

増
田
木
亘
子
 

万
緑
の
光
染
む
ば
か
り
治
水
の
碑
 

三
上
 
北
人
 

六
月
の
水
暮
れ

の
こ
り
母
の
郷
 

尾
崎
 
泉
草
 

万
緑
や
空
に
わ
た
雲
ま
わ
た
雲
 

敦
賀
 
晴
川
 

ラ
ン
ド
セ
ル
躍
る
下
校
児
薄
暑
来
る
 
山

内
 
清
祐
 

乳幼児の健康診査 

レ場 所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3歳児は尿 

検査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに、尿 

を入れてお持ちになってください。 

レ注意 6 カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小児 

がん）の検査セットを配布します。 

レお願い 病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さんは 

ご遠慮ください。 

期 	日 時 	間 場 	所 

7月24日困 

午前 10時～12時 青山荘前（金山） 

午後 
1時30分～ 4時 

川要駐車場（大町） 

あなたの献血が大ぜいの人の尊い1 命を救います。 

愛の献血お願いします 

ンお間い合わせは 

市衛生課（廿（③ミ)2111 内線268・272番）へどうぞ。 

I！ 	齢 対 象 児 期 日 内 容 

3 	力 H 児 S 60年 4 月生れ 8 月14日（水） 健康診査 

6 	ウ 月 児 S 60年 1月生れ 8 月20日（火） 健康相談 

1 	歳 	児 S 59年 7 月生れ 8 月26日唄） 健康相談 

1歳6 カ月児 S 59年 2 月生れ 8 月27日（火） 健康診査 

3 	歳 	児 S57年4 月生れ 8 月15日（ね 健康診査 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
 

募
 
集
 

▽
作
品
テ
ー
マ
 
四
季
を
彩
る

津
軽
鉄
道
（
モ
ノ
ク
ロ
及
び
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ッ
切
以
上
）
 

▽
応
募
点
数
 
制
限
な
し

▽
締
切
日
 
十
月
十
五
日

▽
入
賞
発
表
 
十
月
下
旬
、
津

軽
鉄
道
各
駅
待
合
室
、
各
協
賛

店
頭
に
発
表
 

▽
送
り
先
 
津
軽
鉄
道
株
式
会

社
 
写
真
展
係
（
市
内
大
町
三

十
九
番
地
）
 

▽
審
査
及
び
賞
品
 
全
作
品
の

版
権
は
、
津
軽
鉄
道
（
株
）
に

帰
属
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
0
入
賞
作
品
の
該
当
ネ

ガ
は
、
発
表
後
提
出
し

て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

市
民
の
ま
つ
り
 

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
 

▽
日
時
 
七
月
二
十
八
日

（
日
）
 

午
前
九
時
ー
午
後
四
時
三
十
分

▽
場
所
 
市
役
所
裏
河
川
敷
公

園
 

▽
実
施
内
容
 
サ
イ
ク
ル

コ
ー
 

ナ
ー
、
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
コ
ー
ナ
 

ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
パ
ネ
ル

等
展
示
、
芸
能

コ
ー
ナ
ー
、
等

催
し
さ
れ
ま
す
。
多
数

の
ご
参

加
を
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
サ
マ
ー
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
（
廿
⑧
七
二
八
五
番
）
へ

ど
う
ぞ
。
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